
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特定の色フィルタを画素単位で市松状に配置して構成された２次元イメージセンサーの
撮像出力の前記色フィルタに対応しない画素の欠落した特定の色信号を前記色フィルタに
対応した特定の色信号で補間する色信号補間方法において、
　前記２次元イメージセンサーの撮像出力をフィルタ配置にしたがって２次元状に配列さ
せた場合において、前記画素の欠落した特定の色信号を中心にその上下及び左右に前記色
フィルタに対応した特定の色信号が存在するとき、
　前記上下の色信号量の第１の差と前記左右の色信号量の第２の差をとり、前記第１の差
、及び第２の差とある一定の基準値（コアリング値）をそれぞれ比較し、その大小関係に
従って前記上下、及び左右の色信号量のうち平均値を求める色信号量を選択し、前記第１
の差、及び、前記第２の差がともにコアリング値よりも小さい場合には、上下、及び左右
の４つの色信号量を選択し、前記選択された色信号量から求めた平均値により前記色フィ
ルタに対応しない画素の欠落した特定の色信号を補間する色信号補間方法。
【請求項２】
　コアリング値より上下の色信号量の第１の差が小さく、コアリング値より左右の色信号
量の第２の差が大きい場合、上下の色信号量を平均化して色フィルタに対応しない画素の
欠落した特定の色信号を補間する請求項１記載の色信号補間方法。
【請求項３】
　コアリング値より上下の色信号量の第１の差が大きく、コアリング値より左右の色信号
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量の第２の差が小さい場合、左右の色信号量を平均化して色フィルタに対応しない画素の
欠落した特定の色信号を補間する請求項１記載の色信号補間方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は特定の色フィルタを画素単位で市松状に配置して構成された２次元イメージセン
サーの欠落した色信号を補間する、色信号補間方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、特定の色フィルタを画素単位で市松状に配置して構成された２次元イメージセンサ
ーの撮像出力において、色フィルタに対応しない画素の欠落した特定の色信号を色フィル
タに対応した特定の色信号で補間する場合、画素の欠落した特定の色信号を中心に隣接す
る複数の色フィルタに対応した特定の色信号の信号量を単純に平均化して色フィルタに対
応しない画素の欠落した特定の色信号を補間している。
【０００３】
以下、図面を参照しながら、上述したような従来の画素の信号補間方法について説明を行
う。
【０００４】
図５は、従来の信号補間方法を示すためのフィルタ配置の概念図である。図５においてＲ
，Ｇ，Ｂはそれぞれ赤、緑、青の色フィルタを示す。また、図６は、図５のフィルタを配
したイメージセンサーの撮像出力のうち、Ｇの色信号をフィルタ配置にしたがって２次元
状に配列させた概念図である。
【０００５】
図６において、６０はＧの色信号が欠落した箇所Ａ、６１～６４は、前記６０のＧの色信
号が欠落した箇所Ａの上、下、左、右にそれぞれ位置するＧの色信号が存在する箇所（以
下Ｇ信号と記す）、６５はＧの色信号が欠落した箇所Ｂである。
【０００６】
図７（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は２次元イメージセンサーで撮像した場合の撮像出力値と従
来の補間の様子を示している。
【０００７】
図７において、図７（ａ）は撮像した信号量を数値で表現した原図、図７（ｂ）はＧの位
置の色信号量を２次元状に配置した状態を示す。図内のすべての数値は信号量を概念的に
表現したものである。図６において６０のＧの色信号が欠落した箇所Ａを補間するには周
囲の６１、６２、６３、６４のＧ信号が存在する箇所の信号量の平均値をとり、６０のＧ
の色信号として補間している。図７（ｃ）は従来の補間方法で補間後の信号量を２次元状
に配置した状態を示す。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の補間方法では図７（ａ）の原図に対する補間後図７（ｃ）の信
号量の忠実度が低いため、２次元イメージセンサーによる撮像信号出力を映像信号として
用いる場合において、解像度が低く、色あるいは輝度の変化点で偽信号が発生しやすくな
るという欠点を有していた。
【０００９】
本発明は、上記従来の問題点を改善するもので、２次元イメージセンサーの撮像出力を、
高解像度で偽信号の発生を抑制した信号に加工する補間方法を提供することを目的とする
。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
この目的を達成するために、本発明の信号補間方法は、画素の欠落した特定の色信号を中
心に、その上下及び左右に色フィルタに対応した特定の色信号が存在するとき、上下の色
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信号量の差を算出する演算部と、左右の色信号量の差を算出する演算部と、各演算部によ
って算出された２つの色信号量の差を比較する比較部を構成として備え、比較した色信号
量の差の大小関係に従って、上下、及び左右の色信号量のうち平均値を求める色信号量を
選択し、選択された色信号量から求めた平均値により色フィルタに対応しない画素の欠落
した特定の色信号を補間するものである。
【００１１】
また、さらに、ある一定の基準値を設定する設定部（コアリング値設定部）を構成として
備え、この一定の基準値（コアリング値）と、各演算部によって算出された２つの色信号
量の差を比較し、その大小関係に従って平均値を求める色信号量を選択し、選択された色
信号量から求めた平均値により特定の色信号を補間するものである。
【００１２】
この構成により、２次元イメージセンサーから水平あるいは垂直方向に急峻な信号変化が
あるような撮像出力がある場合に、急峻な信号変化を検知し、補間に必要な信号を選別し
て補間信号を生成するため、映像信号の解像感を高め、偽信号の発生を抑制し、高画質の
映像信号を提供することができる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００１４】
図１は本発明の第１の実施の形態における信号補間方法の信号の流れを示す機能ブロック
図である。図１において、１～４は、図６に示した６１～６４のＧ信号の入力部（以下、
それぞれ上段値入力部、下段値入力部、左段値入力部、右段値入力部と記す）、５は、１
の上段値入力部に入力された６１のＧ信号と２の下段値入力部に入力された６２のＧ信号
を加算する演算部（以下、上下加算部と記す）、６は、３の左段値入力部に入力された６
３のＧ信号と４の右段値入力部に入力された６４のＧ信号を加算する演算部（以下、左右
加算部と記す）、７は、１の上段値入力部に入力された６１のＧ信号と２の下段値入力部
に入力された６２のＧ信号を減算しその減算値の絶対値を算出する演算部（以下、上下減
算部と記す）、８は、３の左段値入力部に入力された６３のＧ信号と４の右段値入力部に
入力された６４のＧ信号を減算しその減算値の絶対値を算出する演算部（以下、左右減算
部と記す）、９は、７の上下減算部からの出力と８の左右減算部からの出力を比較し、大
小を判別する比較器、１０は、９の比較器の出力をもとに、７の上下減算部からの出力が
８の左右減算部からの出力より小さい場合は５の上下加算部の出力を選択し、８の左右減
算部からの出力が７の上下減算部からの出力より小さい場合は６の左右加算部の出力を選
択するスイッチ部、１１は、１０のスイッチ部の出力を１／２にする演算部（以下、平均
化部と記す）、１２は、信号出力部、１３は、５の上下加算部の出力と６の左右加算部の
出力を加算する演算部（以下、周辺加算部と記す）、１４は、１３の周辺加算部の出力を
１／２にする演算部（以下、割算部と記す）である。
【００１５】
図３は、本発明の第１の実施の形態における信号補間方法による、２次元イメージセンサ
ーで撮像した場合の撮像出力値と補間の様子を示している。図３において、図３（ａ）は
Ｒ，Ｇ，Ｂフィルタの配置と撮像した信号量を数値で表現した原図、図３（ｂ）はＧの位
置の色信号量を２次元状に配置した状態、図３（ｃ）は本発明の第１の実施の形態におけ
る信号補間方法による補間後の信号量を２次元状に配置した状態を示す。
【００１６】
以上のように構成された本発明の第１の実施の形態の信号補間方法について、以下、その
動作を説明する。
【００１７】
図３（ａ）の状態で撮像された２次元イメージセンサーの撮像出力は、次の信号処理の過
程でＲとＧとＢの各色成分ごとに振り分けられる。ここでＧ成分だけ抜き出すと図３（ｂ
）のようになる。ここで図６の６０の位置に相当する図３（ｂ）の箇所にはＧの信号成分
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は存在しない。この箇所を本発明の補間方法で補間を行う。
【００１８】
まず、上段値入力部１には図６の６１のＧ信号に相当する０、下段値入力部２には図６の
６２のＧ信号に相当する６、左段値入力部３には図６の６３のＧ信号に相当する８、右段
値入力部４には図６の６４のＧ信号に相当する８がそれぞれ入力される。すると、５の上
下加算部の出力値は０＋６＝６となり、６の左右加算部の出力値は８＋８＝１６となり、
７の上下減算部の出力値は０－６の絶対値＝６となり、８の左右減算部の出力値は８－８
の絶対値＝０となる。
【００１９】
そこで、９の比較器は、７の上下減算部の出力値の６と８の左右減算部の出力値の０を比
較し、８の左右減算部の出力値の方が７の上下減算部より小さいと判断する。つぎに、１
０のスイッチ部は９の比較器の情報をもとに６の左右加算部の出力値を選択する。すなわ
ち１１の平均化部には６の左右加算部の出力値８＋８＝１６が入力される。１１の平均化
部の出力値は１６／２＝８となり、１２の信号出力部からは８が出力され、図６の６０の
位置に相当する図３（ｂ）の箇所にはＧの信号成分８が補間される。
【００２０】
次に、図６の６５の位置に相当する図３（ｂ）の箇所にもＧの信号成分は存在しない。こ
の箇所を本発明の補間方法で補間を行う。この場合、７の上下減算部の出力値と８の左右
減算部の出力値がともに４であるため、１１の平均化部には１４の割り算部の出力が選択
される。１３の周辺加算部の出力は６＋２＋４＋０＝１２であり、１４の割算部の出力は
１２／２＝６となる。１１の平均化部の出力値は６／２＝３となり１２の信号出力部から
は３が出力され、図６の６５の位置に相当する図３（ｂ）の箇所にはＧの信号成分３が補
間される。
【００２１】
このようにして図３（ｂ）のＧ信号が欠落した部分を補間していくと、図３（ｃ）のよう
になる。図３（ｃ）の補間結果は、図７（ｃ）の従来の補間結果と比較して、図３（ａ）
の原図により忠実であることがわかる。
【００２２】
以上は市松状に配列したＧ信号について記述したが、信号が欠落した箇所を補間するため
に必要な周囲の４つの信号のうち、いくつかがすでに補間によってできた信号であっても
よい。
【００２３】
また、画素の欠落した色信号を中心に、その右上と左下、及び左上と右下に色フィルタの
特定の色信号が存在するとき、右上と左下の色信号量の差と、左上と右下の色信号量の差
を比較し、その大小関係に従って前記右上、左下、左上、及び右下の色信号量のうち平均
値を求める色信号量を選択し、選択された色信号量から求めた平均値により色フィルタに
対応しない画素の欠落した特定の色信号を補間してもよい。
【００２４】
以上のように、本発明の第１の実施の形態における構成及び動作によって、各演算部と比
較部が上下方向及び左右方向の信号量の急峻な変化を持つ方向を識別し、変化量の少ない
方向のみの信号成分を使って信号補間を行うため、従来の補間による輪郭の偽信号を抑え
ることができる。
【００２５】
図２は、本発明の第２の実施の形態における信号補間方法の信号の流れを示す機能ブロッ
ク図である。
【００２６】
図２において、１５～１８は、図６に示した６１のＧ信号の入力部（以下、それぞれ上段
値入力部、下段値入力部、左段値入力部、右段値入力部と記す）、１９は、１５の上段値
入力部に入力された６１のＧ信号と１６の下段値入力部に入力された６２のＧ信号を加算
する演算部（以下、上下加算部と記す）、２０は、１７の左段値入力部に入力された６３
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のＧ信号と１８の右段値入力部に入力された６４のＧ信号を加算する演算部（以下、左右
加算部と記す）、２１は、１９の上下加算部の出力と２０の左右加算部の出力を加算する
演算部（以下、周辺加算部と記す）、２２は、２１の周辺加算部の出力を１／２にする演
算部、２３は、１５の上段値入力部に入力された６１のＧ信号と１６の下段値入力部に入
力された６２のＧ信号を減算しその減算値の絶対値を算出する演算部（以下、上下減算部
と記す）、２４は、１７の左段値入力部に入力された６３のＧ信号と１８の右段値入力部
に入力された６４のＧ信号を減算しその減算値の絶対値を算出する演算部（以下、左右減
算部と記す）を示し、基本的には図１と同じ構成である。
【００２７】
２５はコアリング値、２６は、２３の上下減算部の出力と２５のコアリング値を比較し、
大小を判別する比較器（以下、比較器Ａと記す）、２７は、２４の左右減算部の出力と２
５のコアリング値を比較し、大小を判別する比較器（以下、比較器Ｂと記す）、２８は、
２６の比較器Ａと２７の比較器Ｂの出力をもとに、２６の比較器Ａが２３の上下減算部の
出力が２５のコアリング値より小さいと判断し、２７の比較器Ｂが２４の左右減算部の出
力が２５のコアリング値より大きいと判断した場合、１９の上下加算部の出力を選択し、
２６の比較器Ａが２３の上下減算部の出力が２５のコアリング値より大きいと判断し、２
７の比較器Ｂが２４の左右減算部の出力が２５のコアリング値より小さいと判断した場合
、２０の左右加算部の出力を選択し、２６の比較器Ａも２７の比較器Ｂもともに前記コア
リング値より大きい、あるいは小さいと判断した場合は２２の割算部の出力を選択するス
イッチ部、２９は、２８のスイッチ部の出力を１／２にする演算部（以下、平均化部と記
す）、３０は信号出力部である。
【００２８】
図４は、本発明の第２の実施の形態における信号補間方法による、２次元イメージセンサ
ーで撮像した場合の撮像出力値と補間の様子を示している。
【００２９】
図４において、図４（ａ）は、Ｒ，Ｇ，Ｂフィルタの配置と撮像した信号量を数値で表現
した原図、図４（ｂ）は、Ｇの位置の色信号量を２次元状に配置した状態、図４（ｃ）は
、本発明の第２の実施の形態における信号補間方法による補間後の信号量を２次元状に配
置した状態を示す。
【００３０】
以上のように構成された本発明の実施の形態の信号補間方法について、以下、その動作を
説明する。
【００３１】
図４（ａ）の状態で撮像された２次元イメージセンサーの撮像出力は、次の信号処理の過
程でＲとＧとＢの各色成分ごとに振り分けられる。ここでＧ成分だけ抜き出すと図４（ｂ
）のようになる。ここで図６の６０の位置に相当する図４（ｂ）の箇所にはＧの信号成分
は存在しない。この箇所を本発明の補間方法で補間を行う。
【００３２】
まず、上段値入力部１５には図６の６１のＧ信号に相当する０、下段値入力部１６には図
６の６２のＧ信号に相当する６、左段値入力部１７には図６の６３のＧ信号に相当する８
、右段値入力部１８には図６の６４のＧ信号に相当する８がそれぞれ入力される。すると
、１９の上下加算部の出力値は０＋６＝６となり、２０の左右加算部の出力値は８＋８＝
１６となり、２１の周辺加算部の出力値は６＋１６＝２２となる。したがって、２２の割
算部の出力値は２２／２＝１１となる。つぎに、２３の上下減算部の出力値は０－６の絶
対値＝６となり、２４の左右減算部の出力値は８－８の絶対値＝０となる。ここで、２５
のコアリング値を４とする。
【００３３】
２６の比較器Ａは、２３の上下減算部の出力値の６と２５のコアリング値の４を比較し、
２３の上下減算部の出力値が２５のコアリング値より大きいと判断する。２７の比較器Ｂ
は、２４の左右減算部の出力値の０と２５のコアリング値の４を比較し、２４の左右減算
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部の出力値が２５のコアリング値より小さいと判断する。つぎに、２８のスイッチ部は２
６の比較器Ａと２７の比較器Ｂの出力をもとに、２６の比較器Ａが２３の上下減算部の出
力が２５のコアリング値より小さいと判断し、２７の比較器Ｂが２４の左右減算部の出力
が２５のコアリング値より大きいと判断した場合、１９の上下加算部の出力を選択し、２
６の比較器Ａが２３の上下減算部の出力が２５のコアリング値より大きいと判断し、２７
の比較器Ｂが２４の左右減算部の出力が２５のコアリング値より小さいと判断した場合、
２０の左右加算部の出力を選択し、２６の比較器Ａも２７の比較器Ｂもともに前記コアリ
ング値より大きい、あるいは小さいと判断した場合は２２の割算部の出力を選択すること
から、２６の比較器Ａと２７の比較器Ｂの情報をもとに２０の左右加算部の出力値を選択
する。すなわち２９の平均化部には２０の左右加算部の出力値８＋８＝１６が入力される
。２９の平均化部の出力値は１６／２＝８となり３０の信号出力部からは８が出力され、
図６の６０の位置に相当する図４（ｂ）の箇所にはＧの信号成分８が補間される。
【００３４】
次に、図６の６５の位置に相当する図３（ｂ）の箇所にもＧの信号成分は存在しない。こ
の箇所を本発明の補間方法で補間を行う。この場合、２３の上下減算部の出力値と２４の
左右減算部の出力値がともに４であるため２９の平均化部には２２の割算部の出力が選択
される。２１の周辺加算部の出力は６＋２＋４＋０＝１２であり、２２の割り算部の出力
は１２／２＝６となる。２９の平均化部の出力値は６／２＝３となり３０の信号出力部か
らは３が出力され、図６の６５の位置に相当する図４（ｂ）の箇所にはＧの信号成分３が
補間される。
【００３５】
このようにして図４（ｂ）のＧ信号が欠落した部分を補間していくと、図４（ｃ）のよう
になる。図４（ｃ）の補間結果は、図７（ｃ）の従来の補間結果と比較して図４（ａ）の
原図により忠実であることがわかる。
【００３６】
以上は市松状に配列したＧ信号について記述したが、信号が欠落した箇所を補間するため
に必要な周囲の４つの信号のうち、いくつかがすでに補間によってできた信号であっても
よい。
【００３７】
以上のように、本発明の第２の実施の形態における構成及び動作によって、各演算部と比
較部が上下方向及び左右方向の信号量の急峻な変化を持つ方向を識別し、変化量の少ない
方向の信号成分を使って信号補間を行うため、原画像に極めて近い忠実度の高い信号補間
が実現でき、従来の補間によって発生する顕著な特性劣化の原因である輪郭の偽信号を抑
えることができるため、高解像感のある映像信号を発生することができる。
【００３８】
【発明の効果】
本発明は、画素の欠落した特定の色信号を中心にその上下及び左右に特定の色信号が存在
するとき、上下の色信号量の差と、左右の色信号量の差を比較し、その大小関係に従って
上下、及び左右の色信号量のうち平均値を求める色信号量を選択し、選択された色信号量
から求めた平均値により前記色フィルタに対応しない画素の欠落した特定の色信号を補間
することによって、原画像に極めて近い忠実度の高い信号補間が実現でき、従来の補間に
よって発生する顕著な特性劣化の原因である輪郭の偽信号を抑えることができるため、高
解像感のある映像信号を発生することができる優れた信号補間を実現する方法である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態における信号補間方法の信号の流れを示す機能ブロッ
ク図
【図２】本発明の第２の実施の形態における信号補間方法の信号の流れを示す機能ブロッ
ク図
【図３】本発明の第１の実施の形態における信号補間方法による、２次元イメージセンサ
ーで撮像した場合の撮像出力値と補間の様子を示す図
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【図４】本発明の第２の実施の形態における信号補間方法による、２次元イメージセンサ
ーで撮像した場合の撮像出力値と補間の様子を示す図
【図５】従来の信号補間方法を示すためのフィルタ配置の概念図
【図６】図５のフィルタを配したイメージセンサーの撮像出力のうち、Ｇの色信号をフィ
ルタ配置にしたがって２次元状に配列させた概念図
【図７】２次元イメージセンサーで撮像した場合の撮像出力値と従来の補間の様子を示す
図
【符号の説明】
１、１５　上段値入力部
２、１６　下段値入力部
３、１７　左段値入力部
４、１８　右段値入力部
５、１９　上下加算部
６、２０　左右加算部
７、２３　上下減算部
８、２４　左右減算部
９　比較器
１０、２８　スイッチ部
１１、２９　平均化部
１２、３０　信号出力部
１３、２１　周辺加算部
１４、２２　割算部
２５　コアリング値
２６　比較器Ａ
２７　比較器Ｂ
６０　Ｇの色信号が欠落した箇所Ａ
６１、６２、６３、６４　Ｇ信号
６５　Ｇの色信号が欠落した箇所Ｂ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(9) JP 3663777 B2 2005.6.22



フロントページの続き

(72)発明者  立木　繁行
            大阪府門真市大字門真１００６番地　松下電器産業株式会社内

    審査官  井上　健一

(56)参考文献  特開平０７－２３６１４７（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－０８４０３１（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              H04N  9/04-9/11

(10) JP 3663777 B2 2005.6.22


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

